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農研機構野菜花き研究部門

大久保　直美

はじめに

多様な花色と長い茎，日持ちの良さ
が特徴であるトルコギキョウ（図 -1）
は，世界的に人気の高い花きである
が，香りはないとされている。しかし
トルコギキョウの花は決して無臭では
なく，ハーブあるいは乾いた草のよう
な弱い香りを持ち，まれに弱いながら
も甘い香りを持つ品種も存在する。ヒ
トにとってはごく弱く感じられるトル
コギキョウの香りは，ネコを引きつけ
る。本稿では，ネコを引きつける成分
をはじめ，「香りのない」花とされて
いたトルコキキョウの多様な香気成分
について紹介する。

（１）トルコギキョウ

一年生または短命の多年草であるト
ルコギキョウ野生種（リンドウ科ユー
ストマ属植物）は，アメリカ合衆国の
ロッキー山脈東側の地域に自生する
藤紫色の Eustoma grandiflorum（Raf．）
Shinners および，花径が小型で北米
南部やメキシコ等中央アメリカに自

生する藤紫または白色の E. exaltatum 
の 2 種のみである（Shinners 1957; 
Turner 2014）。 ト ル コ ギ キ ョ ウ 栽
培 品 種 は， 主 に E. grandiflorum　 よ
り 育 成 さ れ た。E. grandiflorum と E. 

exaltatum は容易に交雑できることか
ら，E. exaltatum も小輪の品種の育成
に利用されている（八代 2004）。

トルコギキョウ切り花栽培は 1970
年代に始まり，1980 年代はマイナー
な花きであったが ( 藤原・児玉 2008; 
Halevy and Kofranek 1984; Roh 
and Lawson 1984)，日本の種苗会社
による精力的な品種育成により世界各
地に種子が供給され，20 世紀末には
世界の切り花トップ 10 にランクイン
された（Harbaugh et al. 2000）。

トルコギキョウは，紫や白，ピン
ク，黄色，緑茶色覆輪など，花弁の色
彩は多様である一方で，完全に無臭と
されており (Aranovich et al. 2007; 
Zaccai et al. 2001), 遺 伝 子 組 換 え
による香りの増強が試みられてきた

（Aranovich et al. 2007; Fang et al. 
2020）。しかしトルコギキョウの花は
決して無臭ではなく，ごく弱いハーブ

様の香り，乾いた草のような香りを持
ち，ごくまれに弱いながらも甘い香り
を持つ品種も存在する。

興味深いことに，ヒトにとってはご
く弱く感じられるトルコギキョウの香
りは，猫を引きつける。飼い猫はトル
コギキョウの花に鼻を寄せ，においを
嗅ぎ，かじったりなめたりしてぼろ
ぼろにしてしまう（図 -2）。トルコギ
キョウの花に対するこのような猫の反
応は，マタタビやイヌハッカに対する
特徴的な反応（Bol et al. 2017; Todd 
1962; Tucker and Tucker 1988）と
似ていた。トルコギキョウの香りには，
ネコを引きつける成分が含まれている
と予想された。

（２）トルコギキョウ ‘ ニューリネー
ションホワイト ’ の香り

白い八重咲きの ‘ ニューリネーショ
ンホワイト ’（図 -3）は，弱いながら
も甘い香りを持ち，ネコがマタタビ反
応を示す品種である。‘ ニューリネー
ションホワイト ’ の花の香りをツイ
スター（Gerstel）にて抽出し，加熱
脱着 GC-MS にて分析した結果，36

トルコギキョウの花の多様な香気
成分－ネコを引きつける香り

図 -1　トルコギキョウ
図-1 トルコギキョウ

動画はこちらから（農研機構X)

図-2 トルコギキョウにマタタビ反応を示すネコ図 -2　トルコギキョウにマタタビ反応を示すネコ 図-3　トルコギキョウ‘ニューリネーションホワイト’
図-3 トルコギキョウ‘ニューリネーションホワイト’
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表 -1　トルコギキョウ ‘ ニューリネーションホワイト ’ の花の発散香気成分組成

においの質 組成（％）

モノテルペン

-ミルセン Spicy-herbal 2.3

1,8-シネオール Eucalyptus-herbal 3.1

その他(2種) 0.2
イリドイド

ネペタラクトン Earthy-spicy 0.6

イソジヒドロネペタラクトン – 3.2

イリドミルメシン – 0.9

イソイリドミルメシン – 0.6
セスキテルペン

-エレメン Herbal-waxy-fresh 7.0

カリオフィレン Woody-spicy 2.1

-セリネン Dry-grassy 9.0

-セリネン Herbal-grassy 28.0

ジヒドロ--アガロフラン – 3.6

その他(16種) 28.5
芳香族化合物

メチルオイゲノール Sweet-spicy 2.4

オイゲノール Sweet-spicy 5.0

ベラトロール Creamy-vanilla 0.1

グアイアコール Smoky-vanilla 0.7
その他

アクチニジン – 0.5

その他(2種) 2.2
z Burdock(2010)より抜粋
y 文献情報なし

化合物

表-1　トルコギキョウ‘ニューリネーションホワイト’の花の発散香気成分組成

z

y

図 -4　トルコギキョウ ‘ ニューリネーションホワイト ’ の香気成分の構造
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種の揮発成分が検出された（表 -1，
図 -4）（Oyama-Okubo and Fukuta 
2024）。

‘ ニューリネーションホワイト ’ の
主要香気成分は草様の香りを持つα -
セリネンであり，セスキテルペン類
が約 80％をしめた。また，ハーブ様
の香りを持つモノテルペンのα- ミル
セン，ユーカリ様の香りの 1,8- シネ
オール，ネコがマタタビ反応を示すイ
リドイドのネペタラクトン，さらには
ネペタラクトンを含めマタタビラク
トン（Bol et al. 2017; Uenoyama et 

al. 2021）と総称されるイリドミルメ
シ ン（Adachi et al. 2016; Bol et al. 
2017; Uenoyama et al. 2021 ）， イ
ソイリドミルメシン（Adachi et al. 
2016; Bol et al. 2017; Uenoyama et 

al. 2021 ），含窒素化合物のアクチ
ニジン (Bol et al. 2017; Sakan et al. 
1959) が検出された。‘ ニューリネー
ションホワイト ’ の香気成分は，約
90％がテルペノイドであった。残り
の約 10％は，甘い香りを持つオイゲ

ノール，メチルオイゲノール，ベラ
トロール，グアイアコールといった
芳香族化合物が検出された（Oyama-
Okubo and Fukuta 2024）。

におい嗅ぎ分析の結果，‘ ニューリ
ネーションホワイト ’ にヒトが感じた
弱い甘い香りは，スパイシーな甘い香
りを持つオイゲノール，メチルオイゲ
ノールに起因すると考えられた。一方，
ネコが ‘ ニューリネーションホワイ
ト ’ に引き寄せられたのは，マタタビ
ラクトン類が含まれているためと考え
られる（Oyama-Okubo and Fukuta 
2024）。

（３）「香りのない花」の多様な香
気成分

トルコギキョウ 12 品種（‘ オーブス
ノー ’，‘ キャンディマリン ’，‘ セレブ
ピンク ’，‘ セレブリッチホワイト ’，‘ ソ
ワレピンク ’，‘ ディーン ’，‘ ピッコ
ローサスノー ’，‘ プリマラベンダー ’，
‘ ボヤージュ II 型ブルー ’，‘ マキアピ
ンク ’，‘ レイナホワイト ’，‘ ロジーナ

III 型スノー ’）の花の香りの官能評価
と香気成分分析を行った。無臭とされ
るこれらの花の香りをよく嗅ぐと，ご
く弱いハーブ，草様の香りが感じられ
た。‘ ニューリネーションホワイト ’
と同様に，ツイスターにて香気成分を
抽出し，加熱脱着 GC-MS にて分析し
た結果，主要香気成分がモノテルペン
のβ - ミルセンである品種，‘ キャン
ディマリン ’，‘ セレブリッチホワイ
ト ’，‘ ディーン ’，‘ マキアピンク ’，‘ プ
リマラベンダー ’ と，セスキテルペン
である品種，‘ セレブピンク ’, ‘ オー
ブスノー ’, ‘ ピッコローサスノー ’, 
‘ レイナホワイト ’, ‘ ロジーナ III 型ス
ノー ’, セスキテルペンのカリオフィ
レンと芳香族化合物のベラトロールで
ある品種 ‘ ボヤージュ II 型ブルー ’ に
分けられた（図 -5）（Oyama-Okubo 
and Fukuta 2024）。また，すべての
品種からマタタビラクトン類は検出さ
れた（図 -5）。マタタビラクトン類は
トルコギキョウ品種に普遍的に存在す
る可能性が考えられる。

図 -5　トルコギキョウ品種の香気成分組成
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おわりに
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し，その中には甘い香りを持つオイゲ
ノール，ネコを引きつけるマタタビラ
クトン類が含まれていた。オイゲノー
ルを指標として育種することにより，
甘い香りのトルコギキョウ品種が育成
される可能性がある。さらに，マタタ
ビラクトン類を持つトルコギキョウ
は，ヒトだけでなく，ネコにも人気の
ある切り花となるかもしれない。
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